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1. はじめに 
リーマンショック直後の就職環境と現在のそれとを

比較すると，大きく 3 つの世相変化を目の当たりにす

る。それらは「売り手市場の到来」「大手企業の経営不

振」そして「働き方の見直し」である。 

2010年頃，1.20台で推移していた求人倍率は，最新

データでは1.78，すなわち求人者1人に対して1.78社

分の求人があるまでに改善してきている(1)。このような

「売り手市場の到来」によって，就職活動生(以降，就

活生)の企業選択の幅は大きく拡がった。 

また，日本の高度経済成長期を支え，長年就活生か

ら高い人気を誇ってきた大手企業の中に，経営不振に

陥る企業が目立つのも近年の傾向である。 

そして「働き方の見直し」が挙げられる。劣悪な労

働条件で従業員を酷使する企業を指す「ブラック企業」

という言葉が定着し，昇給よりも休日が増えることを

望む新入社員が多いとの調査結果(2)もある。 

上記背景の下，就活生が必要とする企業情報も多様

化している。我々は上記3つの背景を踏まえ，3つの主

要リソースを連携し，今日の就活生のニーズに即した

業界研究メソッドの開発に取り組んでいる。 
 
2. 主要な企業情報リソースとその特徴 
2.1 就職関連情報に詳しい『就職四季報』 
第一の企業情報リソースは『就職四季報(3)』である。

『就職四季報』は企業情報誌でトップシェアを持つ東

洋経済新報社が発行する就活生向け専門情報誌だ。当

該情報誌はキャッチコピーの「欲しいのは，“宣伝”じ

ゃない，“ホント”の情報 ！」において強調されてい

るように，企業が料金を支払って自社有利の情報を掲

載する傾向の強い就職情報サイトとは異なり，同社の

独自取材に基づき，客観的・中立的な立場から就職関

連情報をまとめている点が最大の特長である。 

ただし，あくまで調査に基づくため，回答のなかっ

た企業は非掲載であり，回答が得られなかった項目は

NA(No Answer)として欠損扱いとなっている点には注意

が必要だ。 

『就職四季報』は〔総合版〕〔女子版〕〔優良・中堅

企業版〕の3種類が発行されている。「売り手市場の到

来」に根差した本研究では，一般的に志望者の多い上

場企業を対象としている〔総合版〕および〔女子版〕

に焦点を絞る。 

2.2 財務情報に詳しい『ユーレット』 
就職関連の情報は専門情報誌である『就職四季報』

に詳しい。だが，2つめの時代背景「大手企業の経営不

振」が珍しくない昨今では，就職がゴールではなく，

その企業が存続し，就業の安定が保障されるのかも大

きな関心事となっている。 

当該情報を最も客観的に知ることのできる情報源は，

上場企業の場合，『有価証券報告書』である。『有価証

券報告書』のデータは金融庁の『EDINET(4)』において

公開されてはいるが，膨大なページ数に及ぶため，

就活生が容易に参照できないのが難点だ。その問題

点を解決するサービスとして存在するのが『ユーレ

ット(5)』である。 
『ユーレット』では，「貸借対照表」「損益計算書」「キ

ャッシュフロー計算書」の財務三表をはじめ，「従業員

数」「平均年齢」「平均勤続年数」「平均年収」などの情

報も，円グラフおよび棒グラフとして時系列でにわか

りやすく視覚化されたサイトである。 
 

2.3 労働環境に詳しい『Vorkers』 
各上場企業の経営状態は『ユーレット』によって把

握できるが，業績の好調な企業が必ずしも労働環境に

も優れているとは限らない。なぜなら，従業員の年収

を抑え，あるいは残業を強いることによっても利益は

生み出されるためだ。そこで，3つめの時代背景「働き

方の見直し」に応える情報源として参照したのが

『Vorkers(6)』(ヴォーカーズ)である。 

『Vorkers』は，該当企業にて就労経験のあるユーザ

が自由にクチコミを投稿できるウェブサービスである。

ユーザは「待遇面の満足度」や「風通しの良さ」とい

った各種項目への企業評価を 5 点満点で採点するとと

もに，自由記述のテキストデータを投稿する。企業ご

とに評価項目の平均値がまとめられ，ユーザ登録を行

えば個別の書き込みも参照できる。これらは転職希望

者のみならず就活生にとっても貴重な情報源である。 

就職・転職に関するクチコミサービスは他にも数多

く存在しているが，それらの中から本研究において

『Vorkers』を利用する理由は，主として純粋なクチコ

ミ提供というサービスの専門特化が挙げられる。他の

サービスは同時に求人情報も提供されているケースが

ほとんどで，客観性に疑念が残るためである。 
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3. 主要リソースの教材活用 
3.1 『就職四季報』の教材活用 
前章において，現状に即した 3 つの企業情報リソー

スについて概説した。本章では，それらの就職支援教

材として具体的活用事例について順に紹介したい。 

最初は『就職四季報』である。そもそも参照できる

企業情報として何が存在するのか具に把握できていな

い学生も少なくない。したがって筆者は，まず興味の

ある企業を『就職四季報』において検索し，図 1 のよ

うな穴埋め式でその情報を書き出す演習を課している。 

単純な課題ではあるが，「(東洋経済新報社の)記者評

価」によって，消費者としての企業認知とは異なる視

点が得られる。また，大学の募集定員と企業の求人数

との根本的な違いについても認識を改めることができ

る。さらに，「初任給→25 歳平均月収→30 歳平均月収

→35 歳平均月収」の推移と「平均年収」の各値から，

アルバイト時給とは異なる給与体系，特に賞与や昇給

の重要性について理解を深めることができる。 

企業によっては，意外な気づきが得られるケースも

多い。例えば，「セントラルスポーツ㈱」と「㈱資生堂」

は，それぞれステレオタイプとして，前者は男子学生

を，後者は女子学生をより多く採用すると思われてい

る。しかし，2016 年の総合職採用人数実績(1)を参照す

ると，前者では女性採用人数の方が多く，後者では男

子比率の方が高いなどの新たな発見が得られる。 

 

 
図1 『就職四季報』を教材としたワークシート記入例 
 
3.2 『ユーレット』の教材活用 
『ユーレット』の教材活用については，小野田ほか

(2011)(7)において既に「売上高ランキング」を利用した，

知られざる大企業の発見や，好業績の中堅企業の発見

手法を紹介している。したがって本稿では「他社比較」

機能の教材活用事例を紹介したい。 

この機能を用いれば競合他社，いわゆる“ライバル

会社”を視覚的に比較することができる。『ユーレット』

には一般的に競合関係にあると考えられる2～3社の組

み合わせがリンクとして用意されており，ユーザが任

意に3社まで指定することも可能である。 

最もシンプルな課題としては，「他社比較」の既存リ

ンクを辿り，そこで表示される企業同士を比較して考

察する演習があげられる。図 2 は『ユーレット』の既

存リンクとして用意されている「携帯電話の主要 3 キ

ャリア」の時系列グラフの抜粋であり，図 3 はそれを

参照した学生のワークシート記入例である。 

考察内容の真偽については検証が必要だが，実在企

業の業績を突き合わせることは，日々時事問題に関心

を向けるきっかけになる。このような演習を重ねて『ユ

ーレット』の見方に慣れてくるにつれ，グラフを眺め

るだけで，瞬時におおよその業績を読み取る力を身に

つけることができる。なお，より発展的な『ユーレッ

ト』の活用法については西野(2016)(8)に詳しい。 

 
図2 『ユーレット』「他社比較」の一例 

 

 
図3 図2を参照した学生の考察 

 
3.3 『Vorkers』の教材活用 
本章の最後として『Vorkers』の教材活用事例を紹介

する。前節の『ユーレット』同様，『Vorkers』におい

ても「競合比較」機能が備わっているため，前節の課

題と同時に出題することで，業績に労働環境を加えた

多角的な比較が可能になる。 

『Vorkers』の各評価は，主観的な記述に基づくため，

どの程度信頼に足る情報であるかは回答人数である

「クチコミ数」と合わせて判断する必要がある。しか

しながら，就労経験のあるユーザの具体的な書き込み

は，客観データだけでは捕捉しえない，「組織体制」「企

業文化」「女性の働きやすさ」「ワーク・ライフ・バラ

ンス」等についての貴重な示唆に富む。 

アパレル業界に関心を持つ学生の当該課題における

記述例を図 4 に示す。本章の紹介事例はいずれも，現

状ではワークシートへの記入という「個人課題」とし

ての出題だが，その記入内容を他者と共有してディス

カッションを行うといった，ペアワークやグループワ

ークとしての教材活用も効果的だと考えられる。 

 

 
図4 『Vorkers』「競合比較」の考察例 
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4. リレーショナルデータベースの作成 
前章で触れたように，3つの主要リソースは，個別に

活用しても就職支援教材として十分な価値を持つ。だ

が 3 リソースを結合することができれば，より広範な

目的利用が可能になるに違いない。しかも本研究では

数の限られた「上場企業」を対象としており，それら

にはIDともいえる「証券コード」が振られている。よ

って，各リソースの情報さえ得られれば，それらをリ

レーショナルデータベース(RDB)として連結させるこ

と自体は比較的容易な作業である。 

第 1 のリソースである『就職四季報』は，膨大な細

項目が含まれ，中には大半が NA(欠損)の項目も存在す

る。そのため，11 項目に絞り，筆者・小野田の指導ゼ

ミ学生の力を借りて，2017 年版に掲載された上場企業

843社を対象にデータ入力を行った。そして，それらを

演算した変数も作成し，結果的に17変数を準備した。 

第 2 のリソースである『ユーレット』のデータは，

当該サイトを運営する株式会社メディネットグローバ

ルの協力により，2016年10月末現在の8変数の提供を

受けた。それに目視によって行った「オーナー企業」

の判別データ(大株主に個人名がある場合に該当と判

断)を加え，計9変数を準備した。 

第3のリソースである『Vorkers』のデータは，2016

年 10 月 17 日現在のデータを共著者・白土のスクレイ

ピングにより12変数分抽出した。5点満点の指標につ

いては，汎用的な活用を念頭に，Excel の NORMDIST 関

数を用いて，0～1 に分布するように標準化し，その値

に100を乗算して100点満点に置き換えた。 

主要 3 リソースデータの他に，本研究チームが独自

に実施した Web アンケートに基づく「知名度」と「人

気度」の 2 変数を追加した。この調査は全国の 1,000

人を対象に2016年10月24日から28日にかけて，上

記843社について「知っているか」「働いてみたいか」

を尋ねた調査であり，当該2 変数も 100 点満点に置換

して使用する。以上により，表１に示す40変数からな

る上場企業843社分のRDBが完成した。 
 

表1 本研究で作成したRDBの40変数一覧 

リソース 変数ID 変数 

共通 
- 証券コード 
- 企業名 
- 業界 

就
職
四
季
報[

総
合
版] 

1 新卒採用数 
2 3年後離職率 
3 有給消化日数/年 
4 平均年収 
5 競争倍率 
6 大卒文系男子採用数 
7 大卒文系女子採用数 
8 院卒・理系率 
9 大卒文系女子比率 
10 25歳平均年収 
11 30歳平均年収 
12 35歳平均年収 
13 25歳→35歳の昇給率 

[

女
子
版] 

14 くるみんマーク 
15 女性勤続年数 
16 女性既婚率 
17 女性3年後離職率 

ユ
ー
レ
ッ
ト 

18 売上高 
19 当期純利益 
20 売上高当期純利益率 
21 創業年数 
22 従業員数(単独) 
23 従業員数(連結) 
24 平均年齢 
25 平均勤続年数 
26 オーナー企業 

Vorkers 

27 回答人数 
28 月間残業時間 
29 有給消化率 
30 以下8変数の総合評価 
31 待遇面の満足度 
32 社員の士気 
33 風通しの良さ 
34 社員の相互尊重 
35 20代成長環境 
36 人材の長期育成 
37 法令順守意識 
38 人事評価の適正感 

独自調査
39 知名度 
40 人気度 

 
5. マージデータの縮約と可視化 
5.1 因子分析による6つの志向軸の抽出 
複数リソースの企業情報をマージした RDB が作成さ

れたが，就活生がこのデータをそのまま用いることは

至難だ。そこで，就活生企業選択の指針を明らかにす

べく，就職活動の際に表 1 の各変数をどの程度重視す

るかについて，4 段階尺度でアンケートを行った(2016

年11月実施，男子10名・女子11名回答)。 

回収データに対して試みた探索的因子分析の最終結

果が表 2 である。この因子分析により，就職活動で企

業を選ぶ際の重要軸は「業績」「女性」「収入」「勤続」

「厚生」「人気」の主要6軸にまとめることができる。 

 

表2 学生アンケートの因子分析結果 
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子

業績 女性 収入 勤続 厚生 人気

20 売上高当期純利益率 .909 -.034 -.017 .080 .160 -.208

19 当期純利益 .857 -.154 .020 .154 .338 -.068

26 オーナー企業 .727 .207 .116 .470 .171 -.001

17 女性3年後離職率 .005 .938 .112 -.012 .061 .118

16 女性既婚率 .004 .915 .017 .121 -.072 -.110

15 女性勤続年数 -.020 .847 -.177 -.185 .165 -.028

4 平均年収 -.096 .020 .778 .122 .297 .394

13 25歳→35歳の昇給率 -.026 -.143 .735 .483 .217 -.092

11 30歳平均月収 .205 .094 .714 .058 -.294 -.025

25 平均勤続年数 -.157 .143 .252 .827 .198 .170

36 人材の長期育成 .389 -.140 .015 .807 .068 .009

34 社員の相互尊重 .450 -.185 .285 .666 -.218 .339

3 有給消化日数 .031 .148 .347 .051 .820 .123

28 月間残業時間 .374 -.095 -.117 .172 .814 .066

37 法令順守意識 .249 .491 -.112 -.002 .624 .067

39 知名度 .019 -.061 -.113 .008 .170 .899

5 競争倍率 -.059 .092 .369 .137 -.105 .812

40 人気度 -.037 .002 .110 .458 .485 .629

（主因子法バリマックス回転、累積寄与率83.2%）

変数
ID

　　　　　　因子名

　変数名
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5.2 6つの代表変数の特定 
前節の結果，40変数が6因子18変数に縮約できた。

しかし，元データ自体がスパース(欠損値の多い行列)

なため，各因子を十分な有効件数を持つ 1 変数に代表

させることにした。ただし「業績」については，単年

度の影響でミスリードが起きないように，『ユーレッ

ト』の 2016 年 11 月現在の売上高・当期純利益の時系

列グラフの傾向を目視によって 5 段階で評価し，それ

を「業績GPA」と名付けて代表値とした。 

 

5.3 SOMによるクラスタリング 
最終的なアプトプットとして，白土(2016)(9)が

『Vorkers』の8つの会社評価スコア(表1の31～38)を入

力データにして実現した「ワークスタイル」のクラス

タリング同様の企業分類を，前節の 6 変数によって生

成することを目指した。スパースな行列(依然欠損値は

存在)に対して頑健性に優れるのはデータマイニング

分野の手法である。特にクラスタリングとその視覚化

に関しては，SOM (Self-Organizing Maps:自己組織化

マップ)が優れる(10)。そのため SOM の市販ツール

「Viscovery SOMine」を用いて9クラスタに分類した。 
可視化結果が図 5 であり，第 5 因子「厚生」は反転

項目のため，絶対値はそのまま負の値として入力した。

表 3 は，クラスタごとに各成分の平均値を示し，クラ

スタ名と概説を加えたものである。そして表4が14の
業界ごとに9クラスタの構成比を示した表である。 

 
図5  SOMにおける9クラスタの配置と6成分の影響 

 

表3 9クラスタの概要 
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子

因子名 業績 女性 収入 勤続 厚生 人気
　　　　　　　　　　　　　　　　代表変数

　説明
業績
GPA

女性
勤続年

平均
年収

平均
勤続年

月間
残業時間

人気
指数

1 女子の味方

近年の業績は不調だが、女性社
員に優しく、他の要素も良好。
該当企業は、資材・エネルギー業
界、家電業界に多い。

2.15 17.7 706.9 19.2 14.8 42.8

2 隠れ優良

福利厚生に優れ、認知度の低さ
以外の弱みは少ない。
化学・医薬品業界、商社・卸売業
界、機械業界で高比率。

3.78 12.7 710.6 15.9 14.4 36.0

3 好きを仕事

年収は低めだが、残業時間が少
なく、勤続年数も長め。
趣味を反映した特殊メーカー、地
域密着金融機関が多い。

3.34 12.3 563.0 16.2 11.6 39.6

4 高嶺の花

オールマイティ型だが、人気指数
の高さから内定は至難。
構成比の高い順に、食品業界＞
運輸運輸＞家電業界。

3.65 15.2 767.3 18.3 18.1 73.1

5 かつての栄光

現業績をはじめ振るわない指標が
多いが、勤続年数は長い。
高度経済成長を支えた“重厚長
大”な業種が目立つ。

2.08 12.6 641.0 16.1 24.0 38.3

6 高きプライド

突出した高年収を特徴とし、勤続
年数、人気ともに高い。
構成比は最少で、選ばれし者の
みが就職できる狭き門。

2.67 13.7 1,050.8 15.1 22.8 67.7

7 飽くなき向上心

業績は堅調で勤続年数も長い
が、仕事はかなりハード。
建設・不動産業界に多く、国内最
大手企業のトヨタ自動車も該当。

4.27 14.9 777.6 17.6 32.6 40.1

8 いまが勝負時

待遇は未整備だが、業績は上向
きのため、今後に期待も持てる。
ＩＣＴ普及に伴う、物流・コンテン
ツ・金融革命の渦中にあり。

3.49 9.6 676.9 12.3 29.5 41.9

9 転職足がかり

一般論として、長く働き続けるのが
厳しい企業分類。
業界間の差が大きく、特定の業界
に偏って集中している。

3.13 7.2 494.0 9.6 18.3 37.8

クラスタ

 

表4 概要業界別クラスタ構成比 

 
 

6. おわりに 
就職環境の変化を踏まえ，その変化に適合する主要

な企業リソースを 3 つに絞り，それらの情報をリレー

ショナルデータベースとして一つにマージしたことが

本研究最大の新規性である。その後，変数の縮約とク

ラスタリングを行い，「業界」起点は元より，総合的な

分類である「クラスタ」起点からも企業検索を可能し

たことによって，実用化に向けても一歩前進した。 

しかし実践面では，筆者の指導ゼミにおける活用の

みに留まり，事例が少ない。今後は学内での活用事例

を増やすとともに，学外の就活生にも提供し，それら

のフィードバックを元に，入力変数およびクラスタ数

に変更など，各種改良を加えていきたい。 

また今回利用したデータは定量情報ばかりであった

が，『就職四季報』における「求める人材像」，『ユーレ

ット』における「対処すべき課題」，『Vorkers』におけ

る無数の評価記述など，定性情報に対するテキストマ

イニングも課題に挙げられる。 

企業情報は変化が激しいため，本研究のデータは陳

腐化も早い。時流の変化も捉えながら，毎年新たな進

捗を刻めるよう，当該研究の発展に努めていきたい。 
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